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発症した2型糖尿病の 1例
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症例は72歳,男性.コントロール不良の糖尿

柄,アルコール性肝硬変,食道静脈癌があり,び

まん性太細胞性悪性 リンパ腫で化学療法を施行

した既往がある (現在は寛解状態).入院 1ケ月

前項より頭痛を認め,神経内科を受診したが診察

上異常を認めなかった.入院 3目前から嘩下困

難,入院前目より構語障害が出現 し,精査目的に

入院 した.MRI,CTでは脳幹梗塞等は認めなか

ったが,上咽頭から頭蓋底にかけて骨破壊を伴う

腰痛影を認め,頭蓋底骨髄炎の診断で抗生剤の治

療を開始 した.本症例の起因菌は Aspergillus

fumigatusであり,抗薬薗薬で治療を行ったが,

第 32病田にくも膜下出血を発症 し,その3日後

に永眠された.

頭蓋底骨髄炎は細菌感染,蕪薗感染が原因とな

り発症する.しばしば脳神経麻棒や髄膜炎,脳炎

などの合併症を来たし,時に致命的となりうる.

細菌性の場合は悪性外耳道炎からの波及が多く,

皐薗性の場合には副鼻腔炎等からの炎症の波及

が多い.其菌が原因の場合には予後が憩いとの報

告もあり,本症例でも厳 しい転帰となった.頭蓋

底骨髄炎は頻度としては稀ではあるが,糖尿病恩

者 に 好発し,早期の診断 ･治療が重要である.
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2 卒業延期を余儀なくされた大学生の1例
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【緒言】内分泌疾患の啓発が必要と感 じた症例

を報告する.

【症例提示】22歳,女性∴大学 5年生 (4年生を

もう一度履修).初経 14歳.その後の月経周期は

不整.18歳の夏 (2008年8月)以降,口渇 ･多

飲 ･多尿を生ず.その後緩徐に排尿回数は減少す

るも不整周期月経顕著.集中力 ･気力の低 卜と全

身倦怠感が加わる.芝O歳 (2010年)から右眼の

窮みを自覚.不整周期から無月経へ.22歳時

(2012年 3月31日),RV-0.02(n,C.),LV-
0.06軋7)と視力低下と両耳側半盲を指摘 され,

頭部MRIにて鞍上部病変検出.左基底核および

脳梁休部に進展.2012年 4月9日に当科紹介受

諺.4月10日に経鼻生検.脹膿の診断を得て全脳

全脊髄照射で寛解.

【考察】内分泌異常から診断まで3年 8ケ月を

費やした.診断遅滞は患者の生命を脅かし,QOL

を著しく損ねるため,内分泌疾患に関する更なる

教育 ･啓発を要する.


